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食品の微生物学的検査成績について（ ２０２３年度）

はじめに

大分県では、 食中毒の発生防止対策、 流通食品の

汚染状況の把握および汚染食品の排除を目的と し、

大分県食品衛生監視指導計画に基づき、 市販食品の

収去検査を実施している。２０２３年度は、 県産・ 国産

食肉、 輸入食肉、 加工食肉、 加熱食肉製品（ 加熱後

包装） 、 県産鶏卵、 県産ミ ネラルウォーター、 県産

及び輸入養殖魚介類、 加熱用二枚貝（ カキ） の計９５

検体について、 食中毒起因菌や汚染指標細菌、 残留

抗生物質、 ノ ロウイルスなどの項目について検査を

実施した。

材料および方法

１ 材料

２０２３年４月から２０２４年３月にかけて、 県下５ブロ ッ

クの食品衛生監視機動班が収去・ 搬入した国産食肉

２０検体（ 豚肉１４，鶏肉６） 、 輸入食肉１０検体（ 牛肉２、

豚肉７，鶏肉１） 、 加工食肉１０検体（ 牛ミ ンチ３，豚ミ

ンチ５、 鶏ミ ンチ２） 、 加熱食肉製品（ 加熱後包装）

１０検体、 県産鶏卵１０検体、 県産ミ ネラルウォーター

１０検体、 養殖魚介類２０検体（ 県産１０、 輸入１０） およ

び二枚貝５検体（ 加熱用殻付きカキ４、 加熱用むき身

カキ１） について検査を行った（ 表１） 。

２ 検査項目

食中毒起因菌（ 病原性大腸菌、 黄色ブド ウ球菌、

サルモネラ属菌、 カンピロバク ター） 、 汚染指標細

菌（ 一般細菌数、 大腸菌群、 E. coli） 、 ノ ロ ウイル

スおよび抗生物質について検査を行った。

３ 検査方法

各項目の検査方法は、 規格基準の定められた食品

は公定法（ 食品衛生法および関連法規） に従って実

施し、 それ以外の食品については、 大分県検査実施

標準作業書に基づいて実施した。

検査法の詳細は既報２，８ ）のと おり である。

結果

９５検体中７検体（ ７．４％） から 、 食中毒起因菌等が

検出された（ 表１） 。

国産食肉２０検体中鶏肉５検体から 食中毒起因菌が

検出された。 内訳は、３検体から黄色ブド ウ球菌、２

検体からサルモネラ属菌が検出された（ 重複検出な

し ） 。 なお、 今年度から輸入食肉の細菌検査は実施

せず、 抗生物質はいずれの食肉からも不検出であっ

た。

加工食肉１０検体中１検体（ 鶏ミ ンチ１） から食中

毒起因菌（ 黄色ブド ウ球菌） が検出された。

食肉製品（ 加熱後包装） １０検体からは個別規格で

定められている菌（ E. coli、 黄色ブド ウ球菌、 サル

モネラ属菌） は検出されなかった。

食肉、 加工食肉および食肉製品の計４０検体から病

原性大腸菌は不検出であった。 検出さ れた２件のサ

ルモネラ の血清型は、 S. Schw arzengrund（ O４ : d :

１，７） 及びS. Manhattan（ O６，８ : d :１，５） であった。

県産鶏卵１０検体からサルモネラ属菌および抗生物

質は不検出であった。

県産ミ ネラルウォーター１０検体について、 大腸菌

群はすべて不検出であった。 一般細菌数では、 ミ ネ

ラルウォーターの原水の基準１００/m l（ 食品衛生法の

製造基準） を超える検体が１件あった。

養殖魚介類２０検体から抗生物質は検出されなかっ

た。

二枚貝（ 加熱用生カキ） ５検体から は、 ノ ロ ウ イ

ルス遺伝子は検出されなかった。

＊１ 大分県南部保健所、 ＊２ 退職、

＊３ 大分県豊肥保健所
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考察

こ れまでの成績１‐１５ ）と 同様に今回の調査において

も 、 国内産の鶏肉１０検体中２検体から サルモネラ 属

菌が検出さ れた。 鶏肉から 分離さ れた２件のサルモ

ネラ属菌の血清型はSchw arzengrund（ O４ : d :１，７）

及びManhattan（ O６，８ : d :１，５）であった。Schw arzen-

grundは２００６年度から 検出さ れるよ う になり 、 近年

検出さ れたサルモネラ 血清型はほと んどがこ の型

で、 Schw arzengrund以外の血清型が検出さ れたの

は２０１７年度以来であった１０‐１５ ）。 また、 こ の型は大分

県の散発下痢症においても２００６年からよく 検出され

るよう になり 、２０１８年４件、２０１９年６件、２０２０年６件、

２０２１年３件、２０２２年４件、２０２３年２件検出さ れ て お

り １６‐２０ ）、 今後も その動向を注視し たい。 カンピロ バ

ク ターは、 今年度検査を行った食肉からは検出され

なかったが、 大分県では細菌性食中毒の発生件数と

しては最多の病因物質と なっており ２１ ）、 鶏肉の生食

や不十分な加熱による食中毒のリ スク が高いこ と を

示唆する。 これらのこ と から 、 食肉を取り 扱う 営業

者や消費者に対し、 鶏肉の十分な加熱の必要性を啓

発すべきと 考える。

鶏卵は、１９９９－２０２３年度までの２５年間で計３２０検

体の検査を行ってきたが、 サルモネラ属菌および抗

生物質は不検出であった。

ミ ネラルウォーターについては、 食品衛生法の規

格基準には製品の一般細菌数の基準はないが、 原水

の基準（ １００/m l以下） を超えるこ と は、 製造工程上

の殺菌不良等の可能性がある。２００８－２０２２年度まで

の１５年間の成績１‐１５ ）によ る と 、２０１６、２０１７、２０２１及

び２０２２年度を除き、 原水の基準を超える細菌数が検

出された製品が認められており 、 県内の清涼飲料水

製造業者に対する指導の継続が望まれる。

二枚貝（ 生カキ） のノ ロウイルスは２０１８年度から

不検出が続いており 、２０２３年度も 不検出であった

（ ２０２０年度は未実施） 。

以上、 流通する食品の微生物汚染を早期に探知す

るこ と で、 食中毒の未然防止や食品の安全確保が図

られ、 衛生行政に貢献できると 考える。
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表１ 食品の微生物学的検査成績

表２ 黄色ブド ウ球菌のコアグラ ーゼ型と エンテロ ト キシン産生性
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